
 

 

 

「Withコロナ」における学校生活 

「光陰矢のごとし」とは、時間が経
た

つのはとても早くて戻ってこないので、日々を大切にするべきという意味です

が、今年度ほど、この言葉を痛切に感じたことはありません。学校では、「３密（密集、密接、密閉）」を避け、手洗い

を徹底し、衛生面に気をつけながら、少しずつ活動の幅を広げています。以前のような学校生活は、まだまだ無理

ですが、当番や係活動をはじめ委員会やクラブ活動も再開しました。気になるのはやはり児童の心身状態です。ど

の子も多かれ少なかれ、ストレスを感じているのではないかと心配しています。 

学校でも、児童の表情や言動には細心の注意をはらっていきますが、ご家庭でも引き続き見守っていただけま

すようお願いいたします。お子様に関して、何かご心配なことがございましたら、遠慮無く学校までご相談ください。

よろしくお願いいたします。 

☆みんなの願い☆ 天まで届け！！ 

地域の方から笹をいただき、ふれあい班で、飾り付けをしました。有志による参加ではあ

りましたが、たくさんの児童から願い事が集まりました。中でも一番多かったのは、「コロナウ

イルスがなくなりますように…。」でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津島市立高台寺小学校 

学校だより （あ い） 

２０２０年７月７日（通算第２５７号） 
 

Time flies like an arrow. 
【意味】時間が経つのはとても早い、光陰矢のごとし 

 

☆緑の募金にご協力 
ありがとうございました。 

飼育栽培委員が中心となって行った「緑

の募金」にご協力いただきありがとうご

ざいました。 

 

☆笑う門には福来たる  

今週の放送朝礼で紹介した言葉です。「笑う門

には福来たる」とは、いつもにこやかに笑ってい

る人の家には、自然に幸福がやって来るという意

味の故事成語ですが、マスク越しの子どもたちの

表情…以前より笑顔が減ったように感じられ、と

てもさびしく思います。朝、校門であいさつをし

ても、以前のような明るいあいさつが、なかなか

帰ってこない時もあります。「楽しいから笑うの

ではなく、笑うから楽しくなる…。」そんな話を耳

にしたことがあります。 

ご家庭でも、ぜひ 

笑顔であいさつを 

少し意識して過ご 

していただけます 

と嬉しいです。 

 


